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○地震活動に先立ち、１5:00頃から変化が明瞭になる。
○火口方向のひずみ変化（E3)が24日00:00頃に逆転している。これは1.2kmより深部の膨張源が
　より浅い部分へ移動したことで説明可能（観測点とMogiソースの水平距離：0.9km)。
○ひずみ変化量は２６日06:00頃にピークとなる（1�	
����)。　この値は、火口から約１kmの深さ
　で、おおよそ７×10⁴m³の膨張があったとすると説明可能。

2013年９月21日00:00～25日23:59 までのひずみ変化

HOND

MONT

SUNS

NRAO

観測坑道

Mogi

Crack

中岳第一火口

500m

観測点の配置図、Yamamoto et al.(1997)による、クラック、等方圧力源(Mogi)の位置図。
クラックの上端および当方圧力源の深さはそれぞれ、0.8kmと1.8km
国土地理院のデータを使用して作成。
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火口周辺のGPS観測点間の基線長変化図（9月5日～10月17日）
赤は精密歴、青は速報歴を使用して解析した結果
縦軸の単位はメートル



Active システムによる繰り返し TDM観測から得られた各観測点のサウンディング
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阿蘇・中岳第一火口における地磁気変化(観測点C1,1991～2013年）阿蘇・中岳第一火口における地磁気変化(観測点C1,1991～2013年）
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